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郵政博物館の日付印類

� 近辻　喜一
�

資料紹介

❶ 日付印類

　郵政博物館は、日本の郵便日付印顆を大量に収蔵する。整理番号2301「通信日附印類」に分
類された印顆は、全部で277本あり、枝番号を付した封筒に一本ずつ入れられ、それが20個の
紙箱に収められていて、一箱あたり10本前後の印顆が入っている。
　日付印は、正式には「通信日付印」という。消印の役目は、切手の再使用を防ぐことと郵便
物を取り扱った郵便局がその日時を証明することである。前者の印を「抹消印」、後者の印を「証
示印」と呼ぶこともある。日付印は、狭義には証示印であるが、明治9年頃から順次抹消印を
兼ねるようになる。なお、東京など大量の郵便物を引き受ける郵便局では、明治8年から明治
21年8月末までの間、抹消印と証示印を合体した構造の印顆（二連印という）が使用された。

❷ データベース

　筆者が作成した日付印類のデータベースは、データ番号（＃）、箱番号、整理番号、同枝番号、
日付印、同中分類、同小分類、印面、材質、更埴方式、寸法、時代、備考の13項目からなる。
ここで、寸法は印面の直径㎜×印軸の長さ㎜で表記する。また、注目すべき印顆のデータ番号
を赤字で強調した。本データベースの先頭部分を表1に示す。

❸ 日付印の種類

　この日付印顆のコレクションは、わが国の通信日付印をほぼ網羅しており、郵便用だけでな
く、貯金や為替用の日付印にも目配りがされている。明治期、大正期の部分が充実しているの
は、まさに樋畑正太郎（1）の功績による。
　表2は、日付印の種類（中分類まで）を使用時期順にならべ、それぞれの点数を付記したも
のである。まず、日付印を簡単に説明する（2）。図1の日付印雛形を参照されたい。

1　�号を雪湖という。明治19年から大正12年まで逓信省に在職、日露戦役では野戦郵便隊長、また初代の
逓信博物館長、この間切手の図案製作にも長らく関係した。退職後は、切手などに関する論考を郵趣
雑誌に発表し、日付印に関する著作など多数刊行、郵趣界に与えた影響は計り知れない。昭和18年8
月歿。86歳。（富岡昭編著『日本郵趣百年史　戦前・戦中編』全日本郵趣連盟、1969年、p24による）。
なお、実際には逓信博物館の創立当時の名称は「郵便博物館」で、初代館長は棟居喜九馬、樋畑は主
任であった。

2　�水原明窓編『日本切手百科事典』日本郵趣協会、1974年、pp463－520「日付印を中心とする郵便印」
を参考にした。
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部
分

）

日付印 中分類

不統一印（6） 抹消印（1）

証示印（1）

日付印（4）

記番印（1）

二重丸印（7） KG（5）

貯金（2）

丸一印（45） 国内（18）

鉄郵（4）

外地（9）

軍事（14）

縦書丸一印（7） 大型（3）

小型（4）

欧文印（7） 二重丸明治（1）

年号2字（1）

櫛型（4）

試作品（1）

丸二印（18） 国内（6）

軍事（12）

櫛型印（151） 国内（18）

三つ星（1）

府県入（1）

鉄郵（125）

輸送センター（3）

雛形（1）

為替（2）

ローラー印（2）

丸型印（1）

不明（1）

なし（31）

計 277

（注）カッコ内は点数

表2　日付印の種類と点数
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⑴　不統一印
　明治4年12月から使用。郵便局長が地元の印判屋に作らせたもので、
その形態は千差万別である。抹消用と証示用がある。図2

図2　#2

図1　明治期の日付印雛形
（橋本輝夫『日本郵便の歴史』（株）北都、1986年、p220）
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⑵　二重丸印
　明治6年4月に三府五港の郵便役所で使いはじめ、明治21年8月末
まで全国で使われた。三等局で使われたKGタイプ（3）は、内円部に
局名を彫り、外円部に国名・郡名・月・日を配する。図3-1～図3-3

⑶　記番印
　明治7年12月、統一的な抹消専用印として全国に配備された。国
名を示すカナ記号と郵便局番号から構成される。明治9年以降、二
重丸印で抹消する局が増えてくる。図4

⑷　丸一印
　明治21年9月、新型式の日付印が全国の郵便局で一斉に使われは
じめる。円を横線で二分し、上部に国名と局名、下部に年月日と便
号が入る。明治42年12月末まで使用された。図5

⑸　縦書丸一印
　為替貯金用に用いられた日付印で、初期の大型のタイプは明治18
年10月頃から使われ、明治22年12月頃に小型のものに替わる。明治
36年3月末まで使用。図6

⑹　欧文印
　明治8年に外国郵便が開始されてから、種々の欧文日付印が使用
された。二重丸明治印は、「日本」と国名が漢字でも入り、西暦の
ほかに明治年号も入っている変則的なもので、使用期間は1892～94
年と短い。年号2桁の年号2字印は1894～1905年に使用され、櫛型印
の使用期間は1905～52年と最長である。図7

図3-1　#8

図4　#16

図5　#17

図6　#46

図7　#102

図3-2　#8 図3-3　#8

3　KGタイプのKは国名、Gは郡名を意味する。
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⑺　丸二印
　明治33年末より翌年にかけて、東京、大阪、横浜、神戸、長崎お
よびその市内局に交付され、明治38年末まで使用された。円を三分
割し、局名、年月日、取集時刻を表示する。鉄製。図8

⑻　櫛型印
　丸二印の型式を引きつぐもので、上段と下段に櫛の歯状の模様を
追加し、下段は取扱時間になった。1・2等局は明治39年から、3等
局は明治43年から使いはじめ、昭和61年3月まで、80年も使われた
代表的な日付印である。図9

⑼　ローラー印
　回転式日付印ともいう。明治43年、長野県松本をはじめ、消印の
しにくい蚕種郵便物を多数引き受ける局で使用されはじめた。今日
まで、小包や大型郵便物に使用されている。図10-1、図10-2

⑽　丸型印
　昭和61年4月から使用開始し、現在に至っている。図11

　表2をみると、印顆本数最多の櫛型印は151本と過半を占め、うち
中分類の鉄郵印が大部分である。鉄郵印とは、「鉄道郵便印」の略
称で、駅前ポストに投函された郵便物を郵便車内で区分する際に押
される専用の日付印のことで、明治22年7月に東海道線が全通して
から使用を開始し、昭和59年2月の鉄道郵便の取扱便（4）廃止に伴い、
その使用を終えた。

図10-1　#51 図10-2　#51

図11　#264

図8　#23

図9　#28

4　�井上卓朗・星名定雄『郵便の歴史』（株）鳴美、2018年、p180では、鉄道郵便を次の四種類に分類する。
　　　　取扱便　　�乗務した職員が郵便車内で郵便物を区分し各駅で郵袋を積み下ろしていく便
　　　　護送便　　�乗務した職員が各駅で郵袋を積み下ろしだけを行う便。車内で郵袋は開かない。
　　　　締切便　　�郵便車に郵袋を搭載し、職員が施錠しそのまま輸送する便。
　　　　　　　　　職員は乗務しない。
　　　　託送便　　鉄道事業者に委託して郵袋を輸送する便。
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　郵政博物館が収蔵している鉄郵印のほとんどは、昭和61年10月の鉄道郵便線路および鉄道郵
便局全廃に際し、各地の旧鉄道郵便局や後身の輸送郵便局から送られてきたものである。
　小分類の「槌型」とは、通常の棒型とは違い、金槌のような把手がついた日付印のことであ
る（図12-1、12-2）。年賀状のような大量の郵便物を押印する際に、印軸と手の摩擦による手
のひらの損傷防止のため明治期に導入された。

❹ 珍しい丸一印顆（5）
〇廣島宇品 小倉丸取扱所
　明治34年の義和団の乱の際に野戦郵便局が設けられたが、そのほ
かに輸送船6隻に広島郵便電信局宇品支局の船内取扱所がおかれ、
郵便事務が取り扱われた。図13

〇野戦郵便局
　明治27年の日清戦争に際し、陸軍に従軍する野戦郵便局が設置さ
れた。最初に使用されたのが、「野戦郵便局」とだけ入ったもので、
使用地や部隊名も特定できない。野戦局は、仁川、竜山、洛東に開
設された。図14

〇第一軍第十五野戦郵便局
　第一軍には、第一から第二十までの野戦局が開設された。第十五
野戦郵便局は、明治28年2月から4月にかけて荘河に設置された。図
15

図12-1　#277

図12-2　#277

図13　#25

図14　#70

図15　#71

5　�本節は、全日本切手展2017のとき、郵政博物館会場で展示された丸一印顆の解説（山﨑好是による）
に負うところが大きい。
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〇朝鮮仁川
　国名表示「朝鮮」の丸一印を使用したのは、釜山、元山、仁川の
3局だけ。明治30年に国名が「大韓民国」に改められると、丸一印
の国名表示も「韓国」となる。京城など新たに開設された郵便局が
あり、9局が設置されていた。図16

〇昌原
　明治38年7月に日本郵便が韓国郵政を接収する前に使われていた
日付印。この印顆の日付は、光武9年（明治38年）5月22日で、日韓
通信合同直前のものである。昌原は、慶尚南道にあった郵政局で、
釜山に近い町。図17

〇特別大演習（#73～84）
　明治36年11月に兵庫県下で行われた陸軍特別大演習のとき、野戦
郵便の演習も行われ、野戦局も置かれた。東軍、西軍とも第1～3の
野戦局がある。図18

　表3は、図2～18に示した印影の説明である。

（ちかつじ　きいち　郵便史研究会会長）

図 説　明

2 □長久保 検（信濃国）

3 〇岩代信夫六・二一／福島（KGタイプ）

4 〇メ第五号（能登国田鶴浜）

5 〇摂津大坂／廿五年三月九日ハ便

6 〇十八年三月廿八日／羽後国鷹巣郵便局（大型タイプ）

7 〇YOKOHAMA JAPAN MEIJI　／　日本　（ゴム製）

8 〇東京／35－6－20／前0.10

9 〇那覇／2.5.15／前0－5（大正、槌型）

10 （ローラー部分損耗、試作品か）

11 〇丸亀城南／64.1.7／12－16（昭和最終の日）

12 〇郵便局名／引受年月日／時間（櫛型印の雛形）

13 〇廣島宇品 小倉丸取扱所／卅四年十一月九日

14 〇野戦郵便局／廿七年九月十八日イ便

15 〇第一軍第十五野戦郵便局／　年三月一日イ便

16 〇朝鮮仁川／　　　（日付部なし）

17 〇昌原／光武九年五月二十二日甲逓

18 〇特別大演習西軍第参野戦郵便局／36－11－15

表3　図版の説明

図16　#269

図17　#271

図18　#77


